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6月。一年で一番昼が長い月（夏至6月21日）ですが、空は曇天、
梅雨入りの月。1年の中で唯一祝日がない月。何か悲しい。第3
日曜日は母の日に比べると超マイナーな父の日。母の日はカー
ネーション、父の日の花は？��なんとなく印象が薄い6月です。�
しかし、雨の中で咲き誇る紫陽花（アジサイ）、�
花菖蒲。雨にけぶる山並み、しっとり濡れた街並�
み、石畳は色濃く。それはそれで情緒があります。�

出発前に「横浜は寒いらしいですよ」と教えてくれよとぼやいても後
の祭り。あまりの寒さに会場から出る気力もなく、こもりっきり。しっ
かりと勉強ができました。学会では「ランチョンセミナー」と言うプログ
ラムがあります。会場で昼食（弁当）を食べながら1時間程度のセミ
ナーを聴くプログラムです。参加者の多い学会では、学会場に食事

をする場所が少ないために弁当が用意される側面もあります。大き
い学会では同時刻に何種類ものセミナーが開催されます。自分の
興味がある最近のトピックスや進歩を聴くことができます。すぐ満席
となる人気のセミナー、空席ありのセミナーなど多彩。今回一番人
気は「パーキンソン病におけるiPS移植治療」の	
ランチョンセミナーでした。200人分の弁当はあっと	

いう間に無くなり、弁当はいらない、立ち見でも良	
いとからと言う人でさえ部屋に入れず。関心の高さ	
が伺えます。残念ながらこれまで発表されている内容以上に具体的
な話はなかったようです（私も入れず別の部屋で弁当食ってました）。
今回の学会は現地参加が約6,900名、WEB視聴を含めると約9,900

名でした。コロナ禍時代は、Web参加ばかりで現地参加はほとんど
なし。今では会場は人で溢れています。殆ど元に戻った感じです。	

当院からも3名が発表しました。内容も良かったですが発表も立派。
声もよく通りしっかり内容を主張できていました。手前味噌ですが3

名ともそのセッションでは一番しっかりしていました。当院で学会発
表を始めた当初（大昔ですが）は、みなさん発表の	
経験なし。スライドも作れず一から準備を手伝って	
いました。現在は隔世の感。各職種の皆さんが日	
本全国、時には国際学会にも積極的に出かけて	

飛び回っておられます。今では私たちのスライドやポスターも若者た
ちがあっという間に美しく、センスよく作り上げてくれます。継続は力
です。医学は日進月歩。教科書の中身は古典、論文や学会発表で
さえその時点で既に古いと言われる時代です。しかし、他人の発表
を聞き、刺激を受け、明日からの活力をもらう。「これぐらいできる」

「私たちが上」「これは凄い」「今度はこうしよう」などなど。少しずつで
も前に進まなければ取り残されます。前に進みましょう！！(A.Sa)	

　 雨の季節。梅雨といえば「どんより曇り空」「シトシト」、末期には
「ザーザー」と言う表現が定番でした。最近は「線状降水帯」や「ゲリ
ラ豪雨」など破壊的、災害級の大雨が毎年どこかで降っています。
日本といえば四季の移ろい、温暖な気候、南北、東西で異なる風土。
こう表現されるような穏やかな日本の気候が最近は	

先鋭化し、優しく無くなっている気がします。嫌ですね。	

　先日　日本神経学会総会に参加してきました。場所	
はパシフィコ横浜。出発の日の長崎は夏日。半袖で十	
分。暑かったですが学会ですので上着を着て出発。羽田	
に着いて飛行機を降りた途端、震え上がりました。そこは冬。翌日
はさらに気温が下がり最高気温15度。氷雨と強風で体感温度は10

度以下。学会場でも半袖で来ている人が多数。私は薄い上着を着
ていましたのでその人たちよりはまだマシですが、それでも震える寒
さ。予想外の冷気。しかし、ふと見ると同行の先生のお一人は冬の
装いでしっかり防寒対策済み。なんであんただけ？。「天気予報確
認しなかったんですか」と言われて返す言葉なし。何事も下調べ、想

像力、準備が重要。分かってますが、今の季節に15度はなかろう。	


